
 

  

 

 

 

サッカー部保護者の皆様、ＯＢ・ＯＧの皆様、日頃より本校サッカー部の活動にご理

解とご協力を賜りまして、感謝申し上げます。 

 

「選手による試合レポート」大好評企画第 3 弾！ 今回は、3 年最終戦というメモリ

アルな試合の報告となるので、3 年生を代表して主将ユートに文章を書いてもらいまし

た。ユートは体育系専攻の進学を希望し選手権までサッカーを続けますが、ユート以外

の 3 年生はこの試合をもって高校サッカー引退となります。これから他の 3 年生の思い

も受け継いで一人頑張る 3 年生ユートによるレポート、どうぞ。 

 

今回は大好評企画の第 3 弾！ 3 年キャプテンのユートが前期最終節号をお送りい

たします。 7 月 9 日（土）東海 G にて Y2 前期第 7 節1が行われました。東海大山形の

皆さんグラウンドを貸していただいた上に、運営までしてくださり本当にありがとうご

ざいました。一応、山東は Y リーグ前期で多くの 3 年生が引退するという伝統があり、

今節は極めて重要。思い返せば、一昨年、昨年と Y リーグの前期最終節で勝利を収める

ことができていない。相手は今季 M リーグ最終節で対戦した山本学園。そのときは辛く

も勝つことができたが、試合内容は悪かった。球際が強いイメージがある。雨の影響で

グラウンドはドロドロ。所々に大きな水溜まりができている。 本日のピッチコンディシ

ョンだと山本学園のストロングポイントが大きく発揮されそうだ。 今日は雨の中での試

合にも関わらず、いつものように清野総監督、後藤報道局長、たくさんの保護者の方々

がお越しになっている。 本当に力になる。  

そしてキックオフ。この試合が多くの 3 年生にとって引退試合であるため、3 年生中

心の布陣で臨む。こういったドロドロのピッチではとにかく前線にボールを蹴ることが

求められる。 少しでも蹴ることを躊躇してボールを収めようとすると、すぐに相手 DF

に寄せられて、ボールを奪われてしまう。 立ち上がりは山東全体として早い判断で蹴る

ことができていて悪くはない。しかし、チャンスを作るが決めきれない。そうこうして

いるうちに相手がゴール前に放り込んだボールを 3 年 GK クロサカが一度はキャッチす

るも、味方 DF と接触してこぼしてしまい、相手 FW に決められる。試合前に今野先生

から、いつものことだから 1 点は取られてもしょうがないという言葉もあったので、想

定内の失点である。昨年までのチームだったらここからずるずると失点を引きずり負け

てしまっていた。しかし、今年のチームは違う。たとえ先制されたとしても逆転できる

                                                   
1 【ユート本人の注】VS 山本学園の試合は 5 月 1 日（日）に行われる予定でしたが、雷雨のためこ

の日に延期されました。 
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チームだ。失点後は山東の時間帯で、GK や DF のキックを FW がヘディングで後ろに

反らし、そこに走り込んできた 2 年 FW アダチが戻りきれていない相手 GK の隙をつい

て、やや遠めから何度かシュートを放つも枠を捉えきれない。DF は CB のワタコーとシ

ュンを中心にヘディングで相手の攻撃をしっかりと跳ね返してる。チャンスはあるが決

めきれない時間が続いた中で前半 25 分、3 年 DF シュンから相手 DF ラインの裏でボー

ルを受けた 3 年 FW ユートが中に折り返し。詰めていた 3 年 MF ユータローが強烈なシ

ュートを放ち、相手 GK の手を弾いてゴールを決める。リーグ戦ではチャンスはあった

ものの、なかなか点を取れなかった選手の今季初ゴールにチーム全体が盛り上がる。そ

の後も勢いに乗り、相手ゴール前でのスイッチや個人の打開力で相手 GK と 1 対 1 の場

面を何度か作るが、決めきれない。前半終了間際に 3 年 DF カズマが相手選手と接触し

負傷交代してしまう。チームにも少し悪い雰囲気が流れ、1 対 1 のまま前半が終了する。 

 後半開始。そうそうに CK のチャンスを得ると、3 年 MF サンペーの正確なキックに

後半開始から投入された 3 年 MF タクオがヘディングで合わせて、待望の逆転ゴールを

奪う。直後にもサイドからのクロスにヘディングで合わせた 3 年 FW ユートのシュート

がポストに当たり、そのこぼれ球を詰めていた 2 年 MF カイトが決めて 3 対 1。その後

も山東ペースで試合が進む。途中で 3 年 MF ハヤト、MF マツキ、FW フミキを投入し、

山東に更に勢いが出てくる。フミキが裏に抜け出してチャンスを作るもゴールとはなら

ず。試合終了の笛が鳴る。 

降り続いていた雨も止んだ。引退試合で 3 年生全員が試合出場を果たし、勝利で最

後を締めくくれたのは非常に素晴らしい。引退する 3 年生も清々しい気持ちだっただろ

う。試合後に 1、2 年生が 3 年生にエールを送り、その中で泣き出す選手も出てきて、

山東サッカー部に懸ける熱い思いが伝わってきた。 これまで支えてくださった保護者や

先生方、OB の方々、後輩たちに感謝しています。本当にありがとうございました。 3

年生は Y2 リーグの前期優勝という１つの目標を達成したので、1、2 年生には是非、後

期も優勝を狙って、Y1 に昇格してほしいです。 次節酒田西戦は新チームでの 2 試合目

となります！ 是非たくさんのご声援よろしくお願い致します。 

 

7 月 18 日（月）Y2B 第 9 節 VS 酒田西 11：00～＠酒田市北港緑地公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯森山ではありませんのでご注意下さい。

予定表の記載、誤ってしまいました。 



 
7 月 11 日（月）本校物理室にて 3 年生の引退式が行われました。3 年生 12 名は思い

思いの言葉で自分の活動を締めくくりました。 

 

ユータロー・・・1 年時に病気になり、冬から春にかけてマネージャーをしプレーでき

ない辛さを味わった。その分復帰してからプレーする喜びを普通の人以上に

感じることができた。練習を指揮するグランドマネージャーを支える雰囲気

をもち全員で練習を作り上げてもらいたい。 

シュン・・・ボランチ⇒SB⇒CB とポジションが変わった。「もう少し背が低かったら

攻撃のポジションできたかもしれない」という複雑な思いはあったものの、

CB はミスが許されない名誉なポジションと考え前向きにプレーした。最後

の粘りで相手の攻撃を防ぐプレーは重要。ミスを引きずらないメンタルも必

要だし、ミスを許さない厳しい雰囲気も必要。 

クロサカ・・・当たり前の基準を高くし、試合中だと思って練習してほしい。自分のミ

スを流さず、理由を突き詰めて改善につなげてほしい。サッカーで培った考

え方は今後活きると思う。 

フミキ・・・DF から FW にポジションが変わったが、どんなポジションでも頑張る気

持が大切。自分の課題克服のために継続して努力することが重要で、できな

かったこともできるようになる。サッカー部と応援団の兼部は大変で、何度

も部活を辞めようかと思ったが、仲間に支えられて続けられた。 

タクオ・・・技術がなく大変だったが、技術を上げるとサッカーがより楽しくなること

を実感できた。うまくできないことを悔しく思い、練習につなげてもらいた

い。本気でスタメンを取りに行ってもらいたい。途中からヘディングが楽し

くなり、積極的に行けるようになったし、うまく行かなくても自分の気持ち

を前向きに処理できるようになった。 

サンペー・・・サッカー部生活で身につけたものは今後も活きる。ヘディングはかなり

成長できた。ピッチに立った選手は自覚をもって、ピッチに立てない人の思

いを受けて体を張るプレーをしてもらいたい。「史上最低の学年」と呼ばれ

たが、途中から練習が楽しくなり成長できた。 

ワカバ・・・選手が成長し、褒められることが自分のことのようにうれしかった。マネ

の仕事が大変なときに、選手が手伝ってくれて支えてもらった。ナギサを支

えてほしい。辞めたいと思った時、みんなが真剣に話し合ってくれてうれし

かった。 

ハヤト・・・とにかくサッカーうまくなりたい気持ちをもつこと。そして自分の最終形

（どんなサッカー選手を目指すか）を思い描く。そうすれば、それに向けて

何が必要か決まってくる。身につけたことは試合で積極的に使う。2 年生は

自主練習豊富で頼もしい。1 年生は基礎技術がないと言われているが自主練



習を大切に。 

カズマ・・・サッカー部は山東で 4 番目に厳しい運動部だが、合宿を含めると断トツで

1 位である。河川敷グラウンドはクレーで状態も良いとは言えず、当初嫌だ

ったが、練習に参加した近所の外国人の方の「グラウンドがあるだけで恵ま

れている」との話を聞いてから、河川敷にも感謝の気持ちを持てるようにな

った。 

マツキ・・・サッカー部を辞めないでもらいたい。一人ひとりが key stone であり、一

人抜けるとみんなの中の何かが抜け落ちてしまう。挨拶などサッカー部で強

調されていることを他の先生や大人の方に応用できているか。山東サッカー

部は気遣いを学べる場所でもある。なかなか試合に出られなかったが、みん

なには感謝している。 

ワタコー・・・仮入部中、カツトさんから「陸上部と迷っているなら陸上部行った方が

良い」と言われ、そんなに大変な部なのかとビビったが、入部して良かった。

フィジカルは恵まれていたが、顧問から「それはお前自身が培った力ではな

い」と否定され悔しく、練習頑張った。顧問の前で不用意な発言をすると部

報に書かれイジられるので気をつけて。一度 GK をした時期があったが、自

分のポジションにこだわりを持つきっかけにもなった。 

ユート・・・サッカーをこんなにも打ち込めるのはこの高校三年間を措いてない。試合

に出られない選手ほど腐らず頑張れば報われるし、チームにも良い影響を与

える。とにかくサッカーが好き、楽しむ気持ちを大切にしてほしい。 

 

 

 


